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参加台数 30 台と今年最多の参加数で競われた鈴鹿・岡山シリーズの第 4・5 戦が、鈴鹿サーキット

にて開催された。 

リバースグリット制での 2 レース開催だった今大会は、天候が両レース共に、レースのスタート後に

曇り空から雨に変わるという生憎の天候だったが、それでも素晴らしいレース展開と共に、大きな

事故も無く、無事にレースを終了した。 

前回の岡山に続き若年選手の増加が目立った大会となったが、一方では、35 年に渡り FJ レースに

参加し続けてこられた太田 浩選手が本レースをもって引退されることになり、多くの関係者が太田

選手のピットに集まり、長年の功績を称えた。 

 

■第 4 戦予選 

 公式予選は 5 月 11 日午後 1 時 20 分より 20 分間の予定で始まった。鈴鹿は午前中にかかって

た薄雲もはけ、ほぼ快晴、過ごしやすい絶好のレース日和となった。参加台数も日本一決定戦など

の特別戦を除き、単独のシリーズ戦としては近年では最大と思われる 30 台を集めた。若手の参加

も多く、ホンダレーシングスクール（HRS）を受講しながら参戦するドライバーもいる。 

 まず 2 周目にトップに立ったのは 2 分 16 秒 497 で小田優選手（Drago CORSE TAKE 

FIRST）。2 位に 16 秒 837 で迫隆眞選手（制動屋）が、3 位に 16 秒 994 で松井啓人選手（FTK

レヴレーシングガレージ）がつける。 



 

 3 周目、開幕戦のポールシッター渡会太一選手（FTK レヴレーシングガレージ）が 2 分 15 秒 577

でトップに浮上。迫選手はタイムを 15 秒 639 まで縮めたものの 2 位に、小田選手も 15 秒 768

で 3 位に落ちた。 

 4 周目、ここでスリップストリームを巧みに利用したベテランの八巻渉選手（中日本自動車短期大

学 MSE 学科 KK-SⅡ）が 2 分 15 秒 094 でトップに立つ。渡会選手は 2 位に後退し、小田も選手

タイムを更新したものの 3 位のままだ。 

 終了まで 8 分余り。ここで山岡正輝選手（PONOS M2 KK-2）が S 字でコースアウトしたため赤

旗が提示され、各車いったんピットイン。 

 予選は 1 時 38 分から残り 5 分で再開された。ぎりぎり 2 周計測ラップが撮れるかどうかという

残り時間だ。 

 この赤旗が幸いしたのが 4 位につけていた迫選手。迫選手は予選中にリアのスタビライザーが折

損するというトラブルを抱えていたが、このインターバルで修復。最後のアタックで 2 分 56 秒 380

を計測し、2 位に滑り込んできた。 

 ポールポジション（PP）を獲得したのは八巻選手。S-FJ 参戦 10 年ほどになる八巻選手にとって

はうれしい初の PP となった。2 位には迫選手が、渡会選手は 3 位となった。 4 位小田選手、5 位

加納康雅選手（イーグルスポーツ）、6 位松本拓海選手（EAGLE ERS）という結果となった。 

【コメント】 

ポールポジション 八巻渉選手（中日本自動車短期大学 MSE 学科 KK-SⅡ） 

 「10 年くらいやって優勝は 1 回ありますが、初ポールです。まさか

こんな形でポールを取れるとは思っていませんでした。集団のなか

にいて、1 周スリップストリームをフルで使うことができました。単独

ではこのタイムは出てないので、うまいこと隙間に入れたのが大き

かったと思います。決勝ですがレース 1 は曇りで、レース 2 は雨っぽ

いみたいです。レース 1 はこのままの勢いで 2 勝目をもぎ取りたい

と思います」 
 

2 位 迫隆眞選手（制動屋） 

 「赤旗が出る前にリアのスタビライザーが折れて、思うようにペー

スアップできませんでした。赤旗中にマシンを直してもらって、ラスト

1 周でペースを上げ、順位も上げることができました。決勝はここま

で 3 連勝出来たので、全勝を目指したいと思います」 
 

3 位 渡会太一選手（FTK レヴレーシングガレージ） 

 「めちゃ悔しいです。赤旗だったり、場所取りもうまくいかなくて、

アタックラップは微妙な感じでした。赤旗後は、ぼくの目の前でチェ

ッカーが振られたので 1 周しか行けませんでした。もう 1 周行けたら

もうちょっと上がれたかなと思います。運とタイミングですね。あし

たは 2 レースあるのでうまく行けると思います」 

 

 



■第 4 戦決勝 

 決勝レースは、小雨が落ちるなか午後 1 時 20 分にフォーメーションラップが始まった。トラックは、

ほぼドライのため、参加 30 台全車がドライタイヤを履いてグリッドを離れた。 

 

 シグナルブラックアウトでスタートが切られると、上位陣はポジションを守って 1 コーナーに進入。

トップ、八巻渉選手（中日本自動車短期大学 MSE 学科 KK-SⅡ）、2 位迫隆眞選手（制動屋）、3 位

渡会太一選手（FTK レヴレーシングガレージ）、4 位小田優選手（Drago CORSE TAKE FIRST）、

5 位加納康雅選手（イーグルスポーツ）、6 位松本拓海選手（EAGLE ERS）、7 位板倉慎哉選手

（AMORE TOKYO☆表参道☆KKSII）の順で S 字に向かう。 

 バックストレートでは、4 位の小田選手が渡会選手を攻略して 3 位に浮上。5 位の加納選手はシフ

トレバーが折れ、ピットインしレースを終えた。続くシケインでは、2 位の迫選手が八巻選手のインに

ズバッと切り込みトップに立った。 

 1 周目、トップは迫選手、2 位八巻選手、3 位小田選手、4 位渡会選手、5 位松本選手、6 位板倉選

手の順でコントロールラインを通過。 

 2 周目の 1 コーナーでは 2 位に落ちた八巻

選手に 3 位渡会選手が並びかけるが、ここは

八巻選手も譲らず2位を死守。その後ろ4位

につける小田選手も含めた 4 台が接近戦を

演じ、少し離れて 5 位松本選手が、さらに離

れて板倉選手が 6 位に続く。 

 3 周目の 1 コーナーでは、2 位に落ちた八

巻選手が迫選手を捉えてトップを奪還。5 位

の松本選手も前の集団に追いつき、トップ 5

台がトレイン状態となる。また、予選 13 位から 9 位まで追い上げて来た松井啓人選手（FTK レヴレ

ーシングガレージ）が、さらに上位を目指すべくヘアピンで前車のインを差したが接触してスピン。大

きく順位を落とした。 



 シケインでは、再び 2 位迫選手がトップ八巻選手に襲いかかる。ここでもインを差すと八巻選手も

抵抗せず、再び迫選手がトップに立った。 

 4 周目の 1 コーナーでは再びトップ迫選手に並びかけた八巻選手が、2 コーナーまで並走。S 字の

手前で 3 度目のトップに立つことに成功した。また 5 位の松本選手も 1 コーナーで渡会選手に並び

かけ、2 コーナーでアウトから 4 位に浮上した。 

 この頃から、小康状態を保ってた雨の勢いが徐々に強くなってきた。東コースまではトップ八巻選

手の背後につけていた迫選手だったが、西コースからは徐々に八巻選手との差が開いていく。 

 4 位に上がった松本選手は、130R で小田選手にピタリとつけると、シケインでインから小田選手

をパス。しかし続く 5 周目の 1 コーナーでは小田選手が松本選手をアウトから攻略して 3 位を奪い

返した。 

 5 周目、雨脚はさらに強くなる。7 位を走っていた元山泰成選手（ECOTEH WORKS）がヘアピ

ン手前でシフトレバーが折れてスロー走行となり順位を落とす。その後方グループではデグナー2

個目で 2 台のマシンが絡んで、そのうちの 1 台、地崎壱星選手（レプリスポーツ KKS-II）がグラベ

ルに埋まった。ここでセーフティーカー（SC）が導入された。 

 雨はやむこと無く降り続き、全車ドライ

タイヤを履いているため再開は厳しく

SC ランは延々と続く。8 周目には 4 位

を走っていた松本選手がヘアピンでス

ピンしてイン側にストップ。 

 結局、レースは 9 周目を走行中に赤旗

が提示され終了した。8 周を完了してい

たレースだったが、赤旗運用規定により

1 周減算の 7 周での順位認定となった。 

 優勝は八巻選手で通算 2 勝目。今日

30 歳の誕生日を迎えた八巻選手にとってはうれしいバースデーウインとなった。 

 ここまで開幕から 3 連勝の迫選手は 4 連勝ならず、2 位でレースを終えた。3 位には迫選手が入

った。 

 8 周目にスピンを喫した松本選手は、7 周での順位認定に救われ 4 位。5 位には渡会選手が、6

位には板倉選手が入った。 

 このレースから設けられた 40 歳以上のドライバーを対象とするジェントルマンクラスは、優勝が

総合14位の山根一人選手（光精工TK-Sport MYST）、2位に総合15位の中嶋匠選手（Aviator 

A one）が入った。 

 このレース、規定周回数は 10 周で 75%（小数点以下切り捨て）の 7 周を消化しているため選手

権はフルポイントが与えられる。 

 第 5 戦は、本日午後 4 時 35 分より 10 周で行われる。決勝グリッドはこのレースのゴール順とな

るが、上位 6 台がリバースグリッドとなるため、ポールポジションが板倉選手、2 番グリッド渡会選

手、3 番グリッド松本選手、4 番グリッド小田選手、5 番グリッド迫選手、そして優勝した八巻選手は

6 番グリッドからのスタートとなる。 

 

 



 
【コメント】 

優勝 八巻渉選手（中日本自動車短期大学 MSE 学科 KK-SⅡ） 

 「迫くんが序盤速いのが分かっていたので、タイヤが暖まってから仕掛けようと思っていました。ス

リップを使って抜きつ抜かれつでした。迫くんはブレーキがうまくて、絶対来られないという位置か

ら横に並んでくるので、びびって引いて、ストレートから 1 コーナーで抜き返しました。雨が来てから

は迫くんも苦戦したのか引き離せました。予想以上に雨が強くなってセーフティーカーが入ったの

で助かりました」 
 

2 位 迫隆眞選手（制動屋） 

 「前半はいい感じでバトルもできていたんですが、途中からの雨が予想外でした。セーフティーカ

ーチェッカーだったので不完全燃焼で、もやもやしています。もう 1 回レースがあるので気持ちを切

り替えます」 
 

3 位 小田優選手（Drago CORSE TAKE FIRST） 

 「序盤にもうちょっと順位を上げていたらよかったんですけど。最後、再開することを祈ってタイヤ

を暖めていたので残念です。昨日の予選でタイムが離されて心配してたんですが、ペースは自分の

ほうがいいのが分かったので、次はドライでもレインでも大丈夫だと思います」 
 

4 位 松本拓海選手（EAGLE ERS） 

 「小田くんを抜きたかったので、いい 4 位じゃないですが、オーバーテークは何回かできたので、

内容はよかったのかと思います。残り 1 周でレースが再開されると勘違いをしていて、入念にタイヤ

を暖めていたら、ヘアピンでスピンしてしまいました」 
 

5 位 渡会太一選手（FTK レヴレーシングガレージ） 

 「あのままセーフティーカーが入らなければポジションを落としそうだったのでよかったです。周り

に比べるとペースはきついですね。2 レース目はドライかレインかわからないですが、セットとか見

直して合わせたいと思います」 
 

6 位 板倉慎哉選手（AMORE TOKYO☆表参道☆KKSII） 

 「6 位を走ってたので、このままだったら次のレースはポールだと思っていました。セーフティーカ

ーもあって、たまたまいい位置にいましたね。次のレースは危なくない程度に適度に頑張ります」 



■第 5 戦決勝 

 

 決勝は午後 4 時 35 分にフォーメーションラップが始まる。第 4 戦でマシンを壊した地崎壱星選

手（レプリスポーツ KKS-II）を除く 29 台がドライタイヤを履いてグリッドを離れたが、この頃から

ぽつりぽつりと場内に雨が落ち始めた。 

 スタートでは 2 番グリッドの渡会太一選手（FTK レヴレーシングガレージ）が蹴り出しよく、インか

らポールポジションの板倉慎哉選手（AMORE TOKYO☆表参道☆KKSII）の横をすり抜け 1 コー

ナーまでにトップに立つ。さらに 2 コーナーでは板倉選手のアウトから 3 番グリッドの松本拓海選

手（EAGLE ERS）が並びかけ、S 字で松本選手が 2 位に浮上した。4 位には 5 番グリッドから迫隆

眞選手（制動屋）が上がり、5 位に小田優選手（Drago CORSE TAKE FIRST）が、6 位に八巻渉

選手（中日本自動車短期大学 MSE 学科 KK-SⅡ）が続く。逆バンクでは迫選手が板倉選手を攻略し

3 位に浮上した 

 その後方では、このレースで引退する太田浩選手（ミスト･セキグチ･制動屋）がクラッシュ。早くも

セーフティーカーが導入された。1 周目の順位は、トップ渡会選手、2 位松本選手、3 位迫選手、4 位

小田選手、5 位板倉選手、6 位八巻選手、7 位鈴木七瀬選手（FORM with 雅企画）、8 位杉田悠真

選手（LAPS with REV RACING GARAGE）、9 位酒井翔太選手（ファーストガレージ KK-SII）、

10 位三瓶旭選手（中日本自動車短期大学 MSE 学科 KK-SII）だ。 

 雨は降り続くが、SC は 2 周目に退きレースは 3 周目から再開された。トップの渡会選手はリスタ

ートを決め 2 位の松本選手を引き離していく。松本選手は 2 コーナーで迫選手に、ヘアピン入口で

小田選手にパスされ 4 位に落ちた。5 位板倉選手と 10 位三瓶選手はピットインしてウェットタイヤ

に交換。 

 ここで 2 コーナー立ち上がりのイン側でストップした車両の回収のため 1 周を周回することなく、

再び SC が導入されることとなる。 

 



 SC は 6 周終わりで退き、レースは 7 周

目から残り 4 周で再開された。6 周目の順

位は、トップ渡会選手、2 位迫選手、3 位小

田選手、4 位松本選手、5 位鈴木選手、6 位

酒井選手、7 位八巻選手、8 位杉田悠真選

手(LAPS with REV RACING GARAGE）

だ。 

 トップ渡会選手はこのリスタートも決め、

2 位迫選手を引き離す。迫選手と小田選手

は 2 位争い、松本選手と鈴木選手は 4 位争

いで接近戦だ。その後ろに6位坂井選手、八巻をパスした杉田選手が7位、8位に八巻選手が続く。 

 7 周目、トップ渡会選手は 2 位迫選手を 3 秒 1 離して独走状態に持ち込む。8 周目の 1 コーナー

ではアウトから小田選手が迫選手をパスして 2 位に浮上するが、S 字入口では迫選手が抜き返し、

順位は変わらず。 

 8 周目、トップ渡会選手と 2 位迫選手との差は 4 秒 2 となる。4 位争いを繰り広げていた松本選

手と鈴木選手だったが、松本選手が 2 コーナー立ち上がりでイン巻してクラッシュ。ここで 3 度目の

SC が導入された。 

 この時点での SC では、再スタートはできず、SC 先導で 10 周を回り各車ゴールを迎えた。 

 優勝は渡会選手で、鈴鹿では初。迫選手と小田選手は本日 2 度目の 2 位と 3 位に入った。4 位に

は鈴木選手が、5 位には坂井選手が入った。第 4 戦トラブルで 26 番グリッドスタートだった加納康

雅選手（イーグルスポーツ）が 20 台抜きを演じ、6 位に入った。 

 ジェントルマンクラスは総合 17 位の中嶋匠選手（Aviator A one）が優勝。2 位に総合 19 位の

山根一人選手（光精工 TK-Sport MYST）が入った。 

 この結果、連続 2 位の迫選手は選手権ポントを 90 と伸ばし、ぶっちぎりのトップ。連続 3 位で 2

位の小田選手は 57 ポイントとなりその差は 33 ポイント。残り 2 戦だが、早くもチャンピオンの可

能性はこの 2 人に絞られることとなった。 
 

 



  

なお、レース終了後にこのレ

ースでの引退を表明している

太田選手の引退セレモニー

が、ミストのピットで行われ、

JSS 畑川治会長から長年の

功績をたたえ、花束が贈呈さ

れた。 
 

 第 6 戦は、鈴鹿クラブマンレ

ース第 3 戦として 6 月 16 日

に鈴鹿サーキットで決勝が行

われる。 
 

【コメント】 

優勝 渡会太一選手（FTK レヴレーシングガレージ） 

 「1 レース目からセットを変えたのがうまくはまりました。ペースはすごくよかったので、セーフティ

ーカーが入らなくても勝てる自身はありました。鈴鹿は初優勝でやっと勝ててうれしいです。全部は

出ない予定なので、ポイントを追っているわけではありません」 
 

2 位 迫隆眞選手（制動屋） 

 「また悪天候のレースで、雨の抜きにくいコンディションでポジションを上げることができました。

表彰台に乗れたのはよかったですが、実力不足でトップに離されてしまいました。シリーズポイント

的にはいいんですが、毎レース勝つことを狙っているので、悔しいです」 

 

3 位 小田優選手（Drago CORSE TAKE FIRST） 

 「天候の変化もあったので、しょうがないといえばしょうがないです。一度、迫選手の前に出ました

が、ラインをつぶされたので抜き返されました。その後はペースが同じくらいになってしまいました」 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 
 


